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研究成果の概要（和文）： 従来の環境ガバナンスに関する研究は、都市における工業部門を中心に取り上げたものが
多かった。本研究では、中国農村社会における環境問題を伝統社会との関係から考察した。特に中心調査地を山西省の
中部平遥県道備村として、共同研究者の山西大学中国社会史研究センターの協力を得て現地調査を行った。調査は村民
へのインタビューとともに、「村落档案」と呼ばれる村の公文書および村民の個人記録を収集した。さらに収集資料に
関するリストを作成し、その一部を撮影し、メンバーの共有資料とした。資料分析に基づいて中国人研究者を交えて、
シンポジウムおよび公開研究会を開催し、研究成果の一部を公表した。

研究成果の概要（英文）： In contrast to most of the existing literature on environmental governance, 
which usually discusses China’s urban industrial sector, this project focused on the environmental 
problems experienced in modern Chinese villages, particularly its effects on traditional Chinese society. 
Choosing Daobei village, Pingyao county in the central part of Shanxi province as the main research 
location, we conducted fieldwork in cooperation and collaboration with the Research Center for Chinese 
Social History at Shanxi University. This fieldwork consisted of interviews with villagers and the 
collection of official documents and papers in relation to individual villagers, which is referred to as 
the “village archive.” We also compiled a list and photo archive of collected materials in order to 
ensure that the data could be shared and accessed by the project members. In addition, by holding a 
symposium and an open seminar with Chinese scholars, we were able to present our findings to the public.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 本研究メンバーの大半は、三谷孝一橋大学
名誉教授(故人)を研究代表者とする科学研究
費補助金交付研究「中国内陸地域における農
村変革の歴史的研究」に 2005 年から 2007
年まで参加していた。その成果は、三谷孝編
『中国内陸における農村変革と地域社会―
―山西省臨汾市近郊農村の変容』(御茶の水書
房、2011 年)にまとめた。その間に、山西師
範大学の協力を得たが、本研究では山西大学
中国社会史研究センターの協力を得て、本調
査の主要調査地となる山西省平遥県道備村
で予備調査を行っていた。 
 
２．研究の目的 
本研究は、20 世紀中国農村社会に表出した
政治的経済的変動を、水利灌漑・土壌・森林
資源に対する環境ガバナンスの実態と、農民
による伝統社会で生活した経験と知恵によ
る問題解決のための対応に焦点をあてて、中
国各地農村の地域差を考慮しながら、歴史的
に検討するものである。その際に、中国に残
された戦前戦中期の日本の研究機関による
「日本語調査資料」と、近年その存在が注目
されている主として 1950 年代以降の村レベ
ルの「中国語文献資料」（中国では「村落档
案」と呼ばれ、村民の個人記録等を記載した
「階級成分登記表」などが記載されている）
が豊富に存在する山西省を中心として、研究
代表者・研究分担者・連携研究者が、個別に
調査してきた、河北省・山東省・河南省・江
西省・湖北省・江蘇省・浙江省・福建省・四
川省・遼寧省の農村を抽出し、比較検討する
ことにより、近現代農村社会の変動を総合的
に研究し、21世紀の中国社会の方向性を提示
する。 
 
３．研究の方法 
(1)従来の中国の環境ガバナンスに関する研
究の多くは、都市における工業部門を中心と
していた。本研究では、都市との経済的格差
が拡大し、様々な社会問題を生成している農
村部の社会環境に注目する。 
 
(2)5 年間を通して、「村落档案」と呼ばれる
「中国語文献資料」が豊富に残存する山西省
を中心として、都市近郊および遠郊農村の調
査をする。既に予備調査が完了し、研究には
未使用のまま残存していた大量の文献資料
の存在を確認している山西省中部平遥県道
備村を中心調査地として、地理的社会的構造
の差異が当該地域の環境ガバナンスにいか
なる影響を与えているか検討する。併せて未
使用の文献資料の目録を作成し、今後の利用
のために主要部分を撮影して保存する。 
 
(3)5年間を通しての部門研究チームと研究課
題を以下のように設定する。 
①水利灌漑・土壌研究チーム A 水利灌漑シス
テムと給水・排水関係、B 水源施設と水神信

仰、C 水利灌漑施設と農村工業、D 土壌改良
と水質保全 
②農業生産・市場関係研究チーム E 農家経営
における食糧生産と副業、F 都市近郊農村に
おける野菜栽培と販売ルートの相関関係、G
中国での野菜栽培市場と有機農業経営 
③農村家族・社会関係研究チーム H 中国での
「村民自治」論と日本の地方自治、I 中国で
の村内外における同族結合と地縁結合の関
係、J 現代中国農村における人口抑制政策と
女性の社会進出、K 現代中国農民の宗教活動
と精神的世界観の変化、L 婚姻習慣から見た
現代中国農民の生活感の変化 
 
４．研究成果 
(1)山西大学中国社会史研究センターの協力
のもとに、数万点に及ぶ平遥県道備村の「村
落档案」と呼ばれる「中国語文献資料」の目
録を作成した。またそのうちの中から主要資
料を撮影し、データをメンバーの共有史料と
した。 
 
(2)主要調査地である平遥県道備村、および
補助的調査地として水利灌漑研究では著名
な山西省中部山間部の洪洞県と霍州市の交
界地帯に存在する「四社五村」と呼ばれた
村々のうちから義旺村・橋西村・橋東村、さ
らに戦前期日本の調査が実施された山西省
中部の霊石県溝峪灘村で、村の古老や旧幹部
を中心として数千名にインタビューを実施
し、その一部は調査報告書として公表した。 
 
(3)研究成果の一部を公益財団法人東洋文庫
近代中国研究班との共催により、国際シンポ
ジウム「近現代中国農村と村落档案史料」に
山西大学および南開大学を中心とする中国
人研究協力者たちを招聘して、2013 年 12 月
24 日に東洋文庫で開催した。報告内容は以下
のとおりである。 
①郝平「国家の介入；集団化時代における田
畑の水利に関する研究――山西省道備村を
実例として」 
②胡英澤「土地改革前後の農村における土地
所有権の変化についての研究――山西省の
村落事案からの考察」 
③張俊峰「清代から民国期にいたる山西省の
水利社会における公水と私水の交易――新
発見の水契と水碑を中心に」 
④常利兵「政治と日常生活；1949 年以後の中
国農民の生活と組織化の問題――農村にお
ける会議記録簿の事案に基づいた研究」 
⑤馬維強「二面性；公共空間と内面世界が乖
離した農村のキリスト教徒――集団化時代
の平遥県双口村、道備村を中心にした考察」 
⑥李嘎「20 世紀農民の離農現象についての分
析――華北の一農村の事案に関する考察」 
⑦陳鳳「山西省農村の伝統集団とその現状―
―段村を事例として」 
⑧湯可可「無錫農村の雇工、帮工と換工――
胡埭馬鞍村の農民へのインタビュー記録か



ら」 
⑨江沛「華北農村における教師集団の状況に
関する考察(1949 年－1990 年)――『20 世紀
華北農村調査記録』を中心として」 
⑩張思「大隊の帳簿類档案についての初歩的
研究」 
⑪李金争「冀中定県からみた中国近代家庭手
工業の存続」⑫毛来霊「華北農村調査――P
県 D村の乳牛産業について」 
⑬山本真「復権と社会構造と革命、動員」 
⑭河野正「基層史料から見る階級政策と村
落」 
⑮郝平「集団化時代の農村基層档案資料の収
集と整理について」 
 
（4）中国天津師範大学、華東師範大学およ
び天津社会科学院から研究協力者 3名を招聘
して、研究成果による報告を中心に、2014
年 2 月 23 日に東洋文庫にてワークショップ
を開催した。報告内容は以下のとおりである。 
①侯建新「民国時代の冀中における農村教育
に関する研究」 
②張文明「労働と礼俗：女性が主導する上海
社会構造――『産業調査』と『奉賢調査』の
分析から」 
③張利民「近代華北集市（鎮）研究について」 
 
（5）中国河北大学および河北省档案館から
研究協力者 3 名を招聘して、研究成果による
報告を中心に、2015 年 1 月 31 日に東洋文庫
にてワークショップを開催した。報告内容は
以下のとおりである。 
①鄭清坡「20 世紀以来の冀中定県での農村調
査」 
②魏国棟「華北での民間宗教に関する調査―
―保定地区を例として」 
③燓孝東「集団化時代の華北農村」 
 
（6）以上のようなシンポジウムやワーク・
ショップを通して、中国の環境ガバナンスを
検討する際には、自然環境の変化による要因
のみを検討するのではなく、むしろ社会環境
という概念装置をフルに活用して考察する
こと、さらに中国農村社会に根強く存在する
伝統社会の残滓ともいうべき社会的要因に
も留意しながら考察することの重要性がし
ばしば指摘された。そこで前述の課題を踏ま
えて、中国側研究協力者の参加も得て論文集
『近現代中国農村における社会環境の変容』
（課題）を執筆する準備を進めている。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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